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※表中の◎は観点の中でより重視するところです。
○ 学習の記録簿を活用しすることで、自らの学習状況をチェックし、目標達成に努めましょう。

中間
期末
中間
期末

３学期 学年末

○
○
○

系統科目

国際文科

英語を聞いたり読んだりして、情報を的確に理解しているか。

【学習評価と観点】

①コミュニケーション
への関心・意欲・態度

③外国語理解の能力

積極的に級友と意見交換を行い、自らの意見を確立しよう。
インターネットや辞書を大いに活用しよう。
積極的に質問しよう。

英語を自分の将来の仕事に役立てることができる。

各活動においてコンピュータを使った英語でのリサーチ、プレゼンテーション、ディベートに取り組みましょう。

英字新聞等を読み、発表、議論ができるよう、書いてまとめましょう。

コミュニケーションに関心を持ち、積極的に「聞く・話す・書く・読む」の四領域に取り
組んでいるか。

課題レポート等

科
目
名

時事英語

授業や会議において積極的な参加ができる。

②外国語表現の能力

次の４つの観点に基づき、学習内容のまとまりごとに下記の評価マトリクスにより評価を行い、学年末
に５段階の評定に総括します。

―

評価方法／観点

【学習サポート】

④言語や文化につい
ての知識・理解

授業内容の確認

まとめ

ノート・ワークシート

―

授業内容の確認

習った語彙や文法を活用して英語で話したり、書いたりすることで情報や意見の交
換を行っているか。

英語やその運用についての文法的知識を身につけているとともに、言語の背景に
ある文化などを理解しているか。

総合英語（１年必・３単位）（2年必・4単位）（3年必・4単位）、英語表現（１年必・２単位）（2年必・2単位）（3年必・3単位）、異文化理解
(2年必、3単位）、時事英語（3年必・2単位）

備　考

２学期

備　考

単語テスト等

定期考査

国際問題について口頭及び文章で論じることができる。

教科書（単元）

学
期

１学期

シラバス（英語科）【時事英語】

必 使
用
教
材

教科書

【学習目標】

必履修の別
（必・選必・ｺｰｽ選）

学年

2学科

適宜準備する。

―

生徒間で英語によるコミュニケーションが頻繁にできる。

【定期ﾃｽﾄ範囲（目安）】※追加・変更することもある。

学習状況観察

【学習方法のポイント】

単位数

副教材


